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天
子
田
消
防
団
は
、
天
子
田

学
区
が
新
設
さ
れ
て
１
年
後
の

１
９
７
６
年
４
月
、
大
森
消
防

団
か
ら
分
離
・
独
立
し
て
発
足

し
ま
し
た
。
当
時
、
詰
め
所
は

森
孝
公
会
堂
（
現
・
森
孝
西
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）
の
一

角
に
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
五
代
目
の
柴
山
団
長

を
先
頭
に
、
団
員

人
が
地
域

の
安
心
安
全
を
守
る
た
め
に
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

団
員
た
ち
は

代
か
ら

代
と

幅
広
く
、
携
わ
っ
て
い
る
仕
事

も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
に
は
制
約

が
あ
り
ま
す
が
、
災
害
は
待
っ

て
く
れ
ま
せ
ん
。
全
団
員
が
地

域
防
災
へ
の
高
い
意
識
を
持
っ

て
、
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　

天
子
田
消
防
団
で
は
団
員
を

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

小
幡
学
区
は
区
役
所
を
中
心

と
し
て
守
山
区
の
真
ん
中
辺
り

に
位
置
し
、
ま
さ
に
扇
の
要
を

思
わ
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
分

離
の
形
で
白
沢
・
二
城
・
苗
代

・
小
幡
北
の
４
つ
の
消
防
団
を

生
み
出
す
な
ど
〝
老
舗
〟
と
も

い
え
る
の
が
わ
が
団
で
す
。

　

一
昨
年
３
月
、
最
新
の
可
搬

式
ポ
ン
プ
が
わ
が
団
に
配
備
さ

れ
ま
し
た
。
月
２
回
は
団
員
全

員
で
放
水
訓
練
を
行
い
、
し
っ

か
り
と
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
人
員
不
足
は
否
め
な

い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
小

幡
学
区
の
安
心
安
全
を
守
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
学
区
に

お
住
ま
い
・
お
勤
め
の
皆
さ
ん
、

男
女
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
興

味
を
持
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
は

区
消
防
団
連
合
会
事
務
局
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

わ
が
団
は
、
守
山
小
か
ら
分

離
独
立
し
て
新
設
さ
れ
た
白
沢

小
の
開
校
直
後
に
発
足
。

年

の
歴
史
を
刻
ん
で
い
ま
す
。

　

白
沢
学
区
は
北
に
庄
内
川
が

流
れ
、
ま
た
学
区
名
の
由
来
と

な
っ
た
白
沢
川
が
東
か
ら
西
へ

流
れ
て
お
り
、
火
災
だ
け
で
な

く
水
害
か
ら
地
域
を
守
る
こ
と

も
団
の
大
き
な
使
命
で
す
。

　

２
０
０
０
年
９
月
の
東
海
豪

雨
の
時
に
は
、
出
動
し
た
団
員

た
ち
が
堤
防
へ
の
土
の
う
積
み

や
、
の
り
面
へ
の
シ
ー
ト
張
り

を
実
施
し
、
大
事
に
至
ら
ず
に

済
ん
だ
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
な
い

記
憶
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

団
員
数
は
近
年
、
定
員
を
割

っ
て
い
る
状
態
が
続
い
て
い
ま

す
が
、
こ
こ
数
年
間
で
３
人
の

大
学
生
団
員
が
誕
生
し
た
こ
と

は
明
る
い
話
題
で
す
。
地
域
の

安
心
・
安
全
の
た
め
、
一
緒
に

頑
張
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

天
子
田
消
防
団

１
９
７
６
年
発
足
、団
員

人　

柴
山
由
忠
団
長

白
沢
消
防
団

１
９
６
８
年
発
足
、団
員

人　

三
浦
卿
治
団
長

小
幡
消
防
団

１
９
６
４
年
発
足
、団
員

人　

瀧
本
一
吉
団
長

み
ん
な
の
ま
ち
の

消
防
団
紹
介

こ
の
記
事
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

守
山
区
消
防
団
連
合
会
事
務
局（
守
山
消
防
署
総
務
課
）

　
　
　
　
　
　
　

  

☎
０
５
２（
７
９
１
）０
１
１
９
へ

見
せ
る
子
の
姿
も
見
ら
れ
た
。

　

家
族
で
参
加
し
て
い
た
長
谷

川
航
生
君
（
小
幡
北
小
三
年
）

は
「
い
ろ
ん
な
生
き
物
が
い
て

楽
し
い
」
と
に
っ
こ
り
。
弟
の

拓
海
君
（
同
二
年
）
は
「
田
ん

ぼ
が
楽
し
み
だ
っ
た
。
カ
マ
キ

リ
と
ザ
リ
ガ
ニ
を
見
つ
け
た
」

と
目
を
輝
か
せ
て
い
た
。

　

刈
り
取
っ
た
稲
は
一
週
間
ほ

ど
天
日
干
し
を
し
て
脱
穀
・
精

米
。
玄
米
の
状
態
で
六
十
三
㌔

が
と
れ
た
。
希
望
し
た
会
員
で

分
け
合
っ
て
食
べ
、
感
想
は

「
甘
み
が
あ
っ
て
お
い
し
い
」

の
声
が
多
か
っ
た
と
の
こ
と
。

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

　

同
会
は
引
き
続
き
、
田
ん
ぼ

の
学
校
の
参
加
者
を
募
っ
て
い

る
。
問
い
合
わ
せ
は
同
会
事
務

局
の
村
松
さ
ん
方
＝
☎
０
５
２

（
７
９
５
）
８
９
３
２
＝
へ
。

り
、
鎌
で
刈
り
取
っ
た
稲
を
束

ね
た
後
、
は
さ
掛
け
し
た
。

　

ま
た
子
ど
も
た
ち
は
、
稲
の

害
虫
の
カ
メ
ム
シ
や
ウ
ン
カ
を

捕
食
し
て
く
れ
る
生
き
物
の
カ

マ
キ
リ
や
カ
エ
ル
な
ど
を
捕
ま

え
て
観
察
。
泥
団
子
を
作
っ

て
、
周
り
の
大
人
へ
得
意
げ
に

う
な
催
し
を
通
じ
て
、
住
民
同

士
が
『
こ
の
人
の
顔
は
見
た
こ

と
が
あ
る
な
』
っ
て
な
っ
て
い

け
ば
連
帯
感
が
生
ま
れ
る
し
、

安
心
安
全
に
も
つ
な
が
る
と
思

う
」
と
話
し
て
い
た
。

に
目
を
細
め
て
い
た
。

　

同
学
区
区
政
協
力
委
員
会
の

森
田
忠
光
委
員
長
は
「
こ
の
よ

件
と
多
く
を
占
め
て
い
る
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
瀬
古
学
区

の
連
絡
協
議
会
と
自
主
防
犯
組

織
「
瀬
古
防
犯
隊
」
が
主
催
。

守
山
署
と
区
役
所
も
協
力
し
、

同
学
区
関
係
者
や
県
自
動
車
整

備
振
興
会
守
山
支
部
の
会
員
ら

十
五
人
が
参
加
し
た
。

　

駐
車
場
の
一
角
に
作
業
場
所

を
設
け
、
チ
ラ
シ
な
ど
を
見
て

や
っ
て
き
た
人
と
車
を
誘
導
。

ド
ラ
イ
バ
ー
や
六
角
レ
ン
チ
を

使
い
、
一
般
的
な
工
具
で
は
取

り
外
す
こ
と
が
で
き
な
い
盗
難

防
止
ね
じ
に
交
換
し
た
。

　

買
い
物
で
訪
れ
、
見
掛
け
て

寄
っ
た
と
い
う
六
十
代
男
性
は

「
知
人
が
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

を
盗
ま
れ
た
か
ら
、
気
に
な
っ

て
い
た
。
こ
れ
で
安
心
」
と
笑

顔
。
ま
た
、
瀬
古
防
犯
隊
の
瀬

尾
幸
三
隊
長
は
「
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
を
盗
ま
れ
る
と
、
他
の

犯
罪
の
犯
行
車
両
に
使
わ
れ
る

危
険
性
が
あ
る
こ
と
も
知
っ
て

ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
た
。

憂
す
る
な
ど
、
和
気
あ
い
あ
い

と
プ
レ
ー
し
て
い
た
。
結
果
は

次
の
通
り
（
敬
称
略
）
。

　

▽
男
子
の
部
①
中
田
光
雄
②

岡
井
良
仁
③
水
野
稔
④
三
久
保

和
仁
⑤
村
田
悟

　

▽
女
子
の
部
①
木
村
郁
子
②

加
藤
玉
江
③
田
中
靖
子
④
加
藤

郁
子
⑤
岡
嶋
恵
美
子

　

同
会
は
一
九
九
一
（
平
成

三
）
年
に
創
立
し
、
現
在
の
会

員
は
六
十
―
九
十
代
の
男
女
七

十
三
人
。
曜
日
ご
と
二
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
行
う
練
習

の
ほ
か
、
春
と
秋
に
開
く
大
会

で
交
流
を
深
め
て
い
る
。

　

「
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は

適
度
な
運
動
で
、
健
康
の
た
め

に
と
て
も
い
い
と
思
う
」
と
九

代
目
会
長
の
広
瀬
薫
さ
ん
。
ま

た
、
会
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て

は
「
若
い
人
も
加
わ
っ
て
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
努
め
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　

記
念
大
会
に
は
会
員
ら
六
十

人
以
上
が
参
加
。
秋
晴
れ
の
空

の
下
、
打
球
の
行
方
に
一
喜
一

　

小
幡
学
区
と
周
辺
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
愛
好
者
ら
「
小

幡
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
同
好

会
」
は
十
月
二
十
日
、
創
立
三

十
周
年
の
記
念
大
会
を
小
幡
緑

地
西
園
球
技
場
で
催
し
た
。

ケ
ッ
ト
な
ど
問
い
合
わ
せ
は
守

山
文
化
小
劇
場
＝
☎
０
５
２

（
７
９
６
）
１
８
２
１
＝
へ
。

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

　

同
コ
ン
サ
ー
ト
の
招
待
券
を

本
紙
読
者
四
組
八
人
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

　

【
応
募
方
法
】

　

〈
メ
ー
ル
〉
件
名
に
「
ク
リ

ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」
、
本
文

に
①
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④
電

話
番
号
⑤
お
近
く
の
中
日
新
聞

販
売
店
名
を
記
入
し
て
＝circ

le@m-hn.com

＝
へ
。

　

〈
郵
送
〉
は
が
き
に
①
か
ら

⑤
を
明
記
し
て
、
〒
４
６
３
―

０
０
０
７
、
松
坂
町
三
五
二
、

守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
「
ク
リ

ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」
プ
レ
ゼ

ン
ト
係
へ
。

　

と
も
に
締
め
切
り
は
十
五
日

（
水
）
必
着
。
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
。
招
待
券
の
発
送
を

も
っ
て
発
表
に
代
え
ま
す
。

　

「
金
城
学
院
大
学　

み
ん
な

の
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
♪

～
リ
リ
ー
・
ミ
ュ
ー
ズ
の
贈
り

物
～
」
が
十
二
月
二
十
五
日

（
土
）
、
守
山
文
化
小
劇
場
＝
小

幡
南
一
＝
で
開
か
れ
る
。
午
後

三
時
半
開
演
、
同
三
時
開
場
。

　

恒
例
、
毎
回
人
気
の
フ
ァ
ミ

リ
ー
向
け
コ
ン
サ
ー
ト
で
、
同

大
文
学
部
音
楽
芸
術
学
科
の
学

生
と
指
導
者
ら
が
出
演
。
「
管

楽
器
」
「
ピ
ア
ノ
連
弾
」
「
声

楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」
の
三
つ
の

ス
テ
ー
ジ
を
繰
り
広
げ
る
。

　

曲
目
は
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン

「
そ
り
す
べ
り
」
、
チ
ャ
イ
コ

フ
ス
キ
ー
「
く
る
み
割
り
人
形

よ
り
」
、
「
日
本
歌
曲
メ
ド
レ

ー
」
ほ
か
。
ま
た
、
指
揮
者
に

つ
い
て
学
べ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
体

験
コ
ー
ナ
ー
も
催
さ
れ
る
。

　

入
場
料
（
全
指
定
席
）
は
一

般
八
百
円
、
大
学
生
以
下
五
百

円
（
四
歳
以
上
入
場
可
）
。
チ

　

廿
軒
家
学
区
の
地
域
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
「
に
じ
っ
け
ん
や
大

道
芸
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
十
月
二
十
三
日
、
廿
軒
家
小
学
校

＝
更
屋
敷
＝
で
初
め
て
開
か
れ
、
親
子
連
れ
ら
約
三
百
九
十
人

が
訪
れ
て
大
い
に
に
ぎ
わ
っ
た
。

　

同
学
区
の
区
政
協
力
委
員
会

と
連
絡
協
議
会
が
主
催
。
制
約

の
多
い
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
ひ
と

時
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
、
地
域

の
絆
も
深
め
て
い
こ
う
と
す
る

も
の
。
来
場
者
が
集
中
し
な
い

よ
う
あ
ら
か
じ
め
予
約
を
受
け

付
け
、
二
部
制
で
催
し
た
。

　

こ
の
日
は
大
道
芸
人
五
組
が

出
演
し
、
校
庭
の
二
カ
所
で
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
。
ジ
ャ

グ
リ
ン
グ
や
風
船
を
使
っ
た
科

学
実
験
シ
ョ
ー
な
ど
を
繰

り
広
げ
、
半
円
状
に
囲
ん

だ
観
客
か
ら
は
笑
い
声
や

驚
く
声
、
大
き
な
拍
手
が

起
こ
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
輪
投
げ
や
ス
ー

パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
と
い

っ
た
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
も

並
び
、
多
く
の
子
ど
も
た

ち
が
挑
戦
。
「
す
く
え
た

よ
」
「
上
手
だ
ね
」
な
ど

店
番
を
す
る
地
域
の
人
と

の
や
り
取
り
も
し
、
互
い

　

竜
泉
寺
二
地
内
、
生
物
多
様

性
な
ど
を
学
ぶ
場
「
田
ん
ぼ
の

学
校
」
で
十
月
二
十
四
日
に
稲

刈
り
が
行
わ
れ
、
参
加
し
た
家

族
連
れ
ら
が
田
ん
ぼ
で
過
ご
す

秋
の
一
日
を
楽
し
ん
だ
。

　

市
内
河
川
の
調
査
研
究
、
環

境
教
育
な
ど
の
活
動
を
し
て
い

る
「
名
古
屋
市
水
辺
研
究
会
」

（
國
村
恵
子
代
表
）
が
主
催
。

地
域
の
人
か
ら
借
り
た
休
耕
田

の
手
入
れ
か
ら
始
め
、
手
作
業

と
無
農
薬
に
よ
る
稲
作
を
十
四

年
間
続
け
て
い
る
。

　

こ
と
し
の
稲
刈
り
に
は
同
会

会
員
約
三
十
人
が
参
加
し
、
六

月
に
植
え
た
「
に
こ
ま
る
」
を

収
穫
。
長
靴
姿
で
田
ん
ぼ
に
入

　

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
と
一
緒
に

大
縄
跳
び
や
エ
ッ
グ
ス
プ
ー
ン

レ
ー
ス
な
ど
の
競
技
を
楽
し
む

イ
ベ
ン
ト
が
十
月
二
十
四
日
、

小
幡
緑
地
本
園
の
児
童
園
で
開

か
れ
、
親
子
連
れ
ら
多
く
の
人

が
参
加
し
た
。

　

守
山
区
が
拠
点
の
ガ
ー
ル
ス

カ
ウ
ト
県
第
七
十
二
団
を
は
じ

め
、
市
内
十
団
で
つ
く
る
名
古

屋
地
区
協
議
会
が
主
催
。
団
員

と
の
交
流
を
通
し
て
ガ
ー
ル
ス

カ
ウ
ト
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と

始
め
、
こ
と
し
で
三
回
目
。

　

会
場
に
は
同
協
議
会
の
団
員

た
ち
約
百
三
十
人
が
集
ま
り
、

四
つ
の
競
技
を
巡
る
ポ
イ
ン
ト

ラ
リ
ー
を
運
営
。
五
分
間
で
跳

ん
だ
回
数
を
競
う
大
縄
跳
び
、

お
も
ち
ゃ
の
卵
を
ス
プ
ー
ン
に

乗
せ
て
運
ぶ
エ
ッ
グ
ス
プ
ー
ン

レ
ー
ス
な
ど
を
催
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
は
、
辺
り
の
に

ぎ
わ
い
や
チ
ラ
シ
を
見
て
訪
れ

た
親
子
連
れ
ら
が
参
加
し
、
多

く
の
笑
顔
。
ま
た
、
お
菓
子
が

詰
ま
っ
た
く
す
玉
状
の
「
ピ
ニ

ャ
ー
タ
」
を
棒
で
た
た
い
て
割

る
催
し
も
行
わ
れ
、
子
ど
も
た

ち
が
歓
声
を
上
げ
て
い
た
。

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

　

区
内
唯
一
の
団
、
県
第
七
十

二
団
（
三
浦
み
ず
き
団
委
員

長
）
で
は
、
園
児
年
長
か
ら
高

校
生
を
対
象
に
新
団
員
を
募
集

し
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
は
同

団
の
武
藤
さ
ん
方
＝
☎
０
５
２

（
７
３
６
）
２
２
４
５
＝
へ
。

　

車
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
盗

難
を
一
件
で
も
減
ら
そ
う
と
、

盗
難
防
止
ね
じ
に
無
料
で
交
換

す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
十
月
十

七
日
、
バ
ロ
ー
新
守
山
店
＝
瀬

古
東
二
＝
で
行
わ
れ
た
。

　

車
に
取
り
付
け
て
あ
る
部
品

を
盗
む
「
部
品
ね
ら
い
」
は
、

こ
と
し
一
―
九
月
に
区
内
で
四

十
七
件
（
昨
年
同
期
比
＝
二
十

九
件
増
）
発
生
。
う
ち
、
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
盗
難
が
二
十
四

初
の「
に
じ
っ
け
ん
や
大
道
芸
フ
ェ
ス
」

親
子
連
れ
ら
３
９
０
人
余
で
大
盛
況

車
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
盗
難
を
減
ら
そ
う

瀬
古
で
防
止
ね
じ
無
料
交
換
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
田
ん
ぼ
の
学
校
」で
稲
刈
り

生
き
物
観
察
な
ど
も
し
て
秋
の
一
日
楽
し
む

「
み
ん
な
の
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
♪

　

～
リ
リ
ー
・
ミ
ュ
ー
ズ
の
贈
り
物
～
」

金
城
学
院
大
が
守
山
文
化
小
劇
場
で

 日

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
も
っ
と
知
っ
て

名
古
屋
地
区
協
議
会
が
イ
ベ
ン
ト
開
催
し
Ｐ
Ｒ

盛
大
に
創
立
㉚
周
年
記
念
大
会

和
気
あ
い
あ
い
と
小
幡
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
同
好
会

回覧板などを見て予約した人た
ちが訪れ、大道芸を楽しんだ

い
ろ
い
ろ
な
生
き
物
と
の
触
れ
合
い

も
楽
し
み
な
が
ら
稲
刈
り
を
行
っ
た

声楽アンサンブルのステージに
登場する「リリー・ミューズ」

創立30周年記念大会で
競技を楽しむ参加者ら

上位入賞者の皆さん

交
差
し
た
手
で
ボ
ー
ル
を
捕
っ

て
回
数
を
競
う
「
ク
ロ
ス
キ
ャ

ッ
チ
」
に
挑
戦
す
る
参
加
者
ら

普
通
車
は
３
本
、
軽
自
動
車
は
４

本
、
盗
難
を
防
ぐ
ね
じ
に
交
換
し
た

落
と
さ
な
い
よ
う
に
―
団
員
と
一
緒

に
エ
ッ
グ
ス
プ
ー
ン
レ
ー
ス
に
挑
戦


